
東信支部研修会次第 

「低未利用地売却に関する税制特例について等」 

 

日 時： 令和８年１０月５日（月）午前１０時００分 

               場 所： 上田市 サントミューゼ 小ホール 

                             司 会：  大谷副支部長 

   

１、開会のことば                    添田副支部長 

 

 

２、支部長挨拶                     飯沼支部長 

 

 

３、講 師 紹 介                     

 【 講 師 】上田税務署 資産課税部門統括国税調査官   新井 渉  様 
           〃  資産課税部門上席調査官     寳田 勝治様 
 
 
 

４、研 修 会 

・低未利用地の利活用促進に向けた売却時の税制上の特例 (特別控除等)
 について 

 
 
・中古住宅(戸建て)売買に係る譲渡所得課税および評価の考え方 について 

 
 
 ・質疑、応答  
 

 

 

５、閉会のことば                     龍野副支部長 

 

















東信支部研修会 

「低未利用地の利活用促進に向けた売却時の税制上の特例(特別控除等)について等」  

 研修会事前質問事項 

Ｑ１．土地付中古住宅を売買する場合、売主が負担する室内外の不要物処理費用は原則譲渡費用に 

   ならないようですが、それを条件で売買に合意し、契約書に特約等で明記されている場合は 

   譲渡費用に計上することは出来ませんか？ 

   また、土地、建物を譲渡し、建物解体のみを買主が行い、不要物処理を売主が行う場合はど 

   うですか？ 

 

Ｑ２．土地付中古住宅を売買する場合、土地と建物の売買金額を案分しますが、その根拠として、 

   固定資産税評価額による場合、実勢評価による場合、法人ですと簿価の割合等種々考えられ 

   ますが、税務署としては、どの方法が最適と指導していますか？ 

   当然、建物の消費税に影響があります。 

 


